
 

令和７年度 学校自己評価システムシート （ さいたま市立大宮北中学校 ）     学校番号 ２２２                                【様式】 
学 校 教 育 目 標 ◆人間性豊かな実践力のある生徒～たしかな学力 ゆたかな心情 たくましい身体～        

目 指 す 学 校 像 ◆生徒一人ひとりが「来甲斐」「居甲斐」「やり甲斐」のある学校 ◆伝統の継承と新たな構築による信頼される学校        

          

重 点 目 標 

１ 学びの自律化と個別最適化、学びの探究化に向けた取組の推進 
２ 自己肯定感、自己有用感、豊かな情操、道徳心等の豊かな人間性の育成 
３ 連携・協働を目指したコミュニティスクールの推進 
４ 教育環境の整備と安心・安全な学校づくりの推進 
５ ワークライフバランスの充実と常に学び続ける教師の育成 

※重点目標は５つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目は複数設定可。 

※番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、 

方策の評価指標」を設定。 

 

  

 

 

 
     

           学 校 自 己 評 価  学校運営協議会による評価 

年 度 目 標 年 度 評 価  実施日令和８年２月１０日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校運営協議会からの意見・要望・評価等 
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<現状> 

〇全国学力・学習状況調査の「教科に関する調

査」（国語・数学）は概ね良好な結果である。 

〇日頃の学習状況の様子から、どの教科でも課題

に対し、真面目に取り組む姿勢が見られる。 

<課題> 

〇全国学力・学習状況調査の結果から、「難しい

ことでも失敗を恐れないで挑戦している」の項

目が他の項目と比較して課題が見られる。 

〇日頃の学習状況の様子から、意欲的に学習活動

に取り組む生徒が多い中、自ら主体的に物事を

解決する姿勢に課題が見られる。 

学びの自律化・ 

個別最適化・探 

究化 

 

 

 

①１人１台のタブレット端末を効果的に

活用し、課題に対し自力解決の場を設定

するなど、生徒主体の授業を実践する。

②スタディサプリの効果的な活用を実践

し、生徒の学びの個別最適化、自律化、

探究化を図る。 

①多くの教員が生徒主体の授業に挑戦す 

ることができたか。 

②学校評価「授業の内容を理解」の肯定 

的な回答の割合を向上させる（生徒前年 

90％保護者前年 73％） 

①多くの教員がタブレット端末を活用し生

徒の主体的な活動を促す学習課題を設定す

る等の努力がみられた。 

②学校評価「授業の内容を理解」の肯定 

的な回答の割合が生徒前年 90％→92％保護 

者前年 73％→89％に向上した。 

B 

デジタルと紙の双方のよさを教科ごとに

分析し、タブレットをより効果的に活用

する必要がある。やみくもに活用するだ

けでは不十分。生徒主体の授業について

はまだ講義調の一方通行授業も散見さ

れ、更なる研修を積む必要がある。 
 

タブレット端末でスタディ・サ

プリ等を活用して、個に応じた

自学自習ができるのは、大変学

習効果があると思うので、一層

の活用を子どもたちに促してい

くとよい。 

 

キャリア教育の

充実 

①埼玉県進路指導・キャリア教育研究発 

表会に向けて外部講師を招聘し職員の研 

修を深める。 

②CSC シートを活用して生徒の実態を分 

析するとともに、自らの進路を切り拓く 

基礎的・汎用的能力を育成する。 

①外部講師を招聘して小・中一貫のキャ 

リア教育研修を実施することができた 

か。 

②CSC シートアンケートの肯定的な回答 

の割合を向上させる。 

①指導主事を招聘し小・中一貫キャリア教 

育研修を実施。研究発表では大学教授を招 

聘し研究を一層深めることができた。 

②CSC シート６「将来必要となる力について 

考えよう」の全ての項目で肯定的な回答の 

割合が全学年で向上した。 

A 

本年度の「進路・キャリア教育」研究発

表の成果を踏まえ、「今を頑張ろう振り

返りシート」等、効果的な取組について

は継続し、更なる生徒の変容をみとる。 
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＜現状＞ 
〇心と生活のアンケート結果から、自己肯定感の
低い生徒が見受けられる。 

〇日頃の生活の様子から、人間関係のトラブルな
どを抱えている生徒も少なくない。 

＜課題＞ 
〇いじめの撲滅と不登校生徒の減少に向けて、組
織的・計画的な生徒指導・教育相談体制のさら
なる充実が課題である。 

〇不登校生徒に対して、個に応じた多様な学び場
の提供を積極的に検討し、提案していく必要が
あり、誰一人取り残されない教育の実現が課題
である。 

自己肯定感・自 

己有用感の向上 

 

 

 

 

①本校の特色である「歌声の響く学校」 

を前面に掲げ、伝統ある学校行事を通じ 

て愛校心を高め、生徒の帰属意識や所属 

意識を高める。②大宮北中憲章に基づく 

生徒の自主的・主体的な活動を一層促進 

し、生徒の自己有用感を育む。 

①学校評価「楽しく学校生活を送る」 

（生徒）に対する肯定的な回答の割合を 

前年よりも向上させる（生徒前年93％保 

護者前年83％）②いじめ対策委員会や生 

徒集会等を通じて出された生徒の意見を 

学校全体で具現化させる。 

①学校評価「楽しく学校生活を送る」に対 

する肯定的な回答の割合が生徒前年 93％→ 

96％保護者前年 83％→96％に向上した。 

②いじめ対策委員会や生徒集会等を通じて 

出された生徒の意見により挨拶運動と Web 

目安箱を開始、若干の校則変更も行った。 

 

 

 

A 

大宮北中憲章の理念を受け継ぎ、生徒会

や委員会を中心とした朝礼、校則の見直

しを継続していく。生徒いじめ対策委員

会には、挨拶運動の他にいじめの撲滅に

向けたより具体的な提案を求め、より生

徒の主体的な活動を促進する。 
 

大宮北中憲章の理念の下、生徒

主体の活動を活性化させるこ

と、新たに時間を確保して教育

相談面談を充実させることは、

とても価値がある。 

今後は、日本語をまだ習得して

いない子どもたちの入学も増え

てくる可能性がある。地域でも

そういった子どもたちを支えて

いく方法を検討していきたい。 

 

迅速な組織対応

及び誰一人取り

残されない学び

の場の提供 

①生徒指導部会、教育相談部会を中心に 

生徒一人ひとりの状況を共有し、迅速か 

つ適切な組織対応を行う②不登校生徒を 

相談室、Solaるーむ、Growth 等に適切 

に繋ぎ、誰一人取り残されない学びの場 

を提供する。 

①学校評価（教職員）の生徒指導分野の 

肯定的な回答の割合を向上させる。（教 

職員前８４％） 

②学校評価（教職員）の教育相談分野の 

肯定的な回答の割合を向上させる。（教 

職員前年８５％） 

①学校評価（教職員）の生徒指導分野の肯 

定的な回答の割合が前年 84％→95％に向 

上した。 

②学校評価（教職員）の教育相談分野の 

肯定的な回答の割合が前年 85％→74％に減 

少した。 

 

 

B 

教育相談において、心身の不調を感じる 

生徒が多くなるといわれている秋から冬 

の教育相談面談の実施方法に課題があっ 

た。３年生の三者面談期間に 1･2年生も 

午後の授業をカットし教育相談面談（二 

者面談）に充てる。 
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＜現状＞ 

〇学校に協力的な保護者及びＰＴＡ、そして本校

生徒に温かい眼差しを向けてくださる地域の

方々に支えられ、学校運営ができている。 

＜課題＞ 

〇コロナ禍において、以前小学校や地域と協働で

行ってきた学校地域協働活動等が中断されたもの

がある。地域に貢献し、地域に愛される生徒の育

成を目指すことにより生徒の自己有用感を高める

必要がある。 

保護者・地域へ 

の積極的な情報 

発信とコミスク 

の周知 

①学校公開、保護者会、学校だより、学 

校ＨＰに加えてアプリ（がくぷり）を活 

用し保護者への情報発信力を強化する 

②民生児童委員連絡協議会を実施する。 

①学校評価「学校情報の開示」の肯定的 

な回答の割合を向上させる。(保護者前 

年83％）②学校評価「コミスクの周知」 

の肯定的な回答の割合を向上させる（保 

護者前年 25％） 

①学校評価「学校情報の開示」の肯定的 

な回答の割合が保護者前年 83％→82％に減 

少した。②学校評価「コミスクの周知」 

の肯定的な回答の割合が保護者前年 25％→ 

38％に向上した。 

B 

各種たよりの電子化を進めるにあたり、 

生徒保護者側の戸惑いがあった可能性が 

ある。PTA、学校運営協議会に意見を頂 

戴しながら更なる電子化を促進する。ま 

た、学校運営委員会の議事内容はより積 

極的に広報する。 

 

各種たよりの電子化は思い切っ

て進めていくべき。デジタルに

対応できない家庭には個別に配

慮する。PTA もがくぷりの加入

依頼や既読率の向上に今後も協

力していく。 

来年度は避難所開設訓練に生徒

も呼び込むことを既に自治会に

周知している。学校地域協働作

業を一層促進し、協力関係を強

化していきたい。 

地域貢献・ 

地域協働活動の 

充実 

①氷川参道清掃作業について小学校と地 

域と検討を行う。②公民館主催ボランテ 

ィア、大宮アルディージャとの交流等、 

地域貢献活動の場へ希望者を募り生徒を 

積極的に参加させる。 

②学校運営協議会を通じて地域貢献・地 

域協働活動の情報提供を依頼する。 

①地域貢献活動・学校地域協働活動を実 

施することができたか。 

②学校運営協議会の熟議を通じて有効な 

情報を収集することができたか。 

①コロナ禍で休止していた参道清掃も含め

予定していた地域貢献活動・学校地域協働

活動を全て実施することができた。 

②学校運営協議会委員の献身的な協力によ 

り地域協働作業や土チャレ等様々な場で有 

効な情報を収集することができた。 

B 

学校をあげて行う学校地域協働作業につ

いては十分取り組めた。地域の依頼によ

り生徒個人が主体的に参加する地域貢献

活動を一層後押しする。本年度体育館工

事により参加できなかった避難所開設訓

練にも生徒を派遣したい。 
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＜現状＞ 

〇体育館エアコン設置工事が終了し、快適な運動 

活動や集会活動を行うことができているが、夏 

休みから体育館・武道場のリフレッシュ工事が 

始まり、来年・再来年校舎の工事が始まる。 

＜課題＞ 

〇校舎の老朽化に伴い、雨漏りが多発する。校庭 

の木々も老朽化による倒木の恐れがあるものが 

点在している。 

施設・設備の安 

全管理及び円滑 

なリフレッシュ 

工事の実施 

①全職員で定期的な安全点検を毎月１回 

行い、危険箇所の早期発見と修繕を徹底 

して行う。②体育館、武道場の改修工事 

に伴い部活動等の活動場所を確保し円滑 

に工事に移行する。 

①毎月の安全点検と緊急性のある修繕・

整備の完全実施をすることができたか。

②体育館・武道場部活等の代替場所の確

保ができたか。 

①毎月の安全点検を欠かさずに実施し、緊 

急性のある修繕・整備の完全実施をするこ 

とができた。 

②部活等の代替場所を小学校の協力により 

完全に確保することができた。 

   

 

 

 

A 

来年度は、Ｂ校舎の改修工事が始まるた 

め、特別教室及びＰＴＡ活動場所の確保 

と生徒・職員の安全に配慮する。また、 

老朽化に伴う各種不具合等に迅速に対応 

する。 
 

 

来年度新たに学校施設開放をお

願いしたいという団体の情報が

ある。今後も連絡を密にして対

応を共に考えていきたい。 

会計処理については、今後も正

確かつ適切な処理・監査を進め

ていくこと。 

 

会計予算の適切 

な執行・処理 

①計画的かつ迅速な予算執行を行うとと 

もに寄付申請や追加配当申請を適切に 

行う。②ＰＴＡと連携しながら会計監査 

を確実に実施する。 

①学校予算の執行残を限りなくゼロに近 

づけることができたか。 

②学期に１回の監査を適切に実施し明朗 

な会計処理を実施することができたか。 

①学校予算の執行残を限りなくゼロに近 

づける目途がついた。 

②PTA の協力学期に１回の監査を適切に実施 

し明朗な会計処理を実施できた。 

 

A 
計画的迅速な予算執行及びＰＴＡの協力 

による正確かつ適切な会計処理ができて 

いるため、本年度の方針を継続する。 
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＜現状＞ 

〇自らのキャリア形成に役立てるため、積極的に

自主研修に参加を希望している教員が多い。 

〇特別休暇や年休を活用し子育てや介護との両立

を適切に図っている職員が多い。 

＜課題＞ 

〇教育熱心なあまり退校時間の意識が薄れて、在

校時間が長くなっている傾向がみられる。 

〇校務のＩＣＴ化及び紙の縮減については、まだ 

まだ改善の余地がみられる。 

ワークライフバ

ランスの充実 

①校務のＩＣＴ化や紙の縮減を通じて業 

務の一層の効率化を図るよう研修を行 

う。 

②管理職、主任等のリーダーシップによ 

り計画的年休の取得を強く奨励する。 

①学校評価「研修」における肯定的回答

の割合を向上させる。（教職員前年

76％） 

②職員の年休取得率を向上させる。 

①学校評価「研修」における肯定的回答の

割合が教職員前年 76％→81％に向上した。 

②職員の年休取得率が、１２月中旬の時点 

で昨年末の年休取得率を超えた。 

A 

計画的年休の取得については引き続き奨

励する。来年度はさらに在校時間の縮減

について相互に声を掛け合う体制をつく

るとともに、校務分掌等の均衡化に留意

する。 
 

学校の働き方改革という視点に

立ち、休日の地域行事に先生方

を無理に動員させないよう各自

治会では話をしている。その

分、地域ボランティア等に生徒

の派遣を一層検討してもらえる

とありがたい。 

 

学び続ける教師 

の育成 

①人事評価当初面談においてコーチング 

の手法を用いて、職員一人ひとりの研修

プランについて指導する。 

②自主研修の開催情報をteamｓ等を用い

て積極的に周知する。 

①自主研修に参加する教員の割合を増加

させる。 

②自主研修の開催情報を teamｓ等を用い

て積極的に周知する。 

①教育経営研修やカウンセリング応用研修等 

重要な研修に自ら参加する教員が増えた。 

②自主研修の開催情報を発信し、実際に休日 

にも関わらず参加した教員が複数名いた。 

B 

教員個人の興味関心に基づいた受講奨励 

は一定の成果がみられた。職員全体とし 

ては、ICTの効果的活用や主体的な学び 

の充実を図る研修を積む必要がある。 
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